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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

ぼくのせかいを
ひとまわり

マーガレット・ワイズ・
ブラウン／ぶん

クレメント・ハード／え
おがわ　ひとみ／やく

評論社 Sエホン

　ぼくのうちのなかにはね、ママのいすとぼくのいすがあるよ。パパとぼく
のパジャマがぼくのいすにかかっていて、ぼくのくまちゃんがパジャマをき
ているよ。ママとパパはぼくがかわいいんだって。ぼくがかわいいのはくま
ちゃん。ぼくのせかいをブランコにのってぐるっとひとまわり。

いなばの白ウサギ
谷  真介／文

赤坂  三好／絵
佼成出版社 エホン／ア

　むかし、むかし、たけばやしにたくさんのうさぎが住んでいました。ある
とき、あらしがやってきました。洪水(こうずい)がおこり、なかまはうらや
まへにげました。ところが１わだけうみにながされてしまいます。うさぎは
なかまのいるふるさとにもどるほうほうをかんがえつきました。

ＡＢＣうさぎ
ワンダ・ガアグ／文・絵

戸澤  柊／訳
文遊社 エホン／カ

　「ＡはＡｐｐｌｅ（りんご）おおきくてあかい」からはじまり、「ＺはＺ
ｅｒｏ（０）これでおしまい！」まで、アルファベットじゅんにおはなしが
すすみます。ＦではＦａｔ（ふとっちょ）でＦｕｎｎｙ（ゆかい）なＦｒｏ
ｇ（かえる）が、あめがふるよとおしえてくれます。

うさぎのパンやさんの
いちにち

かこ　さとし／著
復刊ドットコ

ム
エホン／カ

　ぴょんとこまちにうさぎのパンやさんがありました。あさのおみせでは、
できたてのパンをおきゃくさんがまっています。おひるになると、パンやさ
んは、ようちえんのこどもたちにパンをはいたつにいきます。まちのひとた
ちはみんなウサギのパンやさんのパンがだいすきです。

にんじんケーキ
ナニー・

ホグローギアン／さく
乾　侑美子／やく

評論社 エホン／ホ

　にひきのうさぎがけっこんしました。これほどにあいのふうふはうさぎの
くにじゅうさがしてもみつからないだろう、といわれたものでした。にひき
はあたらしいせいかつをはじめました。しかし、ふたりはけんかをしてしま
いました。なかなおりはできるでしょうか？

しんせつなともだち
方 軼羣／文

君島  久子／訳
村山  知義／絵

福音館書店 エホン／ホ

　ゆきがたくさんふっています。こうさぎはたべるものがなにもなくなって
しまいました。そこで、たべものをさがしにでかけました。すると、ゆきの
うえにかぶがふたつもありました。ひとつは食べて、もうひとつはともだち
のおうちにもっていくことにしました。

ぴょんぴょん うさぎ


